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夏休みが終わり、新学期が始まります。夏休みの間に、つい夜ふかしや朝寝坊をして

しまい、生活リズムが乱れていませんか。早起き、早寝を心がけて、朝ごはんをしっかり

食べるようにして、元気に新学期をスタートさせましょう。

みりんは、日本古来から愛用されてきました。慶長７年（１６０２年）にはすでに市販され、

広く諸国で使用された記録が残っています。「甘み」が貴重だった時代に、みりんの甘みと

風味は、甘い酒として人々に愛されていたのです。

そばつゆなどの料理に用いられだしたのは、江戸中期からの話で、今のように様々な料

理に用いられるようになったのは、明治の後半。昭和になってその傾向が一層強まってきた

と言われています。

冬至の文献をひもとけば、醤油における野田のように、みりんといえば流山を想起するの

が当たり前と記されています。この流山でみりん造りを行っていたのが「万上」でした。

酒造りを営んでいた相模屋二代目当主堀切紋次郎は、

きれいに澄んだ白みりん造りの醸造に成功。ここから

現代に用いられている本当のみりんの歴史が始まりました。

マンジョウの歴史は、みりんの歴史

９月の給食で、

流山の白みりんを使ったメニューが登場します！

★９月２５日（月）

白みりんトースト

コールスローサラダ

ポークビーンズ

牛乳

※みりんとマーガリンを煮詰めたも

のをパンに塗って、オーブンで焼き

上げます。

★９月29日（金）

とりごぼうおこわ

白みりん大学芋

お月見汁

お月見ゼリー

※みりんと少量の醤油を煮詰めたも

のでタレを作り、揚げたさつまいも

と絡めます。砂糖は使わずに、みり

んの甘みだけで味付けをします。


